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             　　 （最大１６チャンネルまで連結してＡＤボードに一括接続可能）

                          　４チャンネル個別絶縁センサアンプ

　　　  　      ＡＩＭ-４４Ｌ

　　　　　　　　 　取扱い説明書取扱い説明書取扱い説明書取扱い説明書

                       　  　　　    直結対応ＡＤボード
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                            ＡＤＭ－６８８ＰＣＩ
                            ＡＤＭ－６５２ＡＴ
                            ＡＤＭ－６５６ＡＴ

　　　　　　　　　そのほか、ケーブル製作により任意のＡＤボードに接続可能。

              　マイクロサイエンスマイクロサイエンスマイクロサイエンスマイクロサイエンス（株）（株）（株）（株）
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                         Email： welcome＠microscience.co.jp
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         本製品の使用・適用についての注意、および故障・修理・サポート方法について

　【１】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【２】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。

　【３】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【４】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【５】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む／着払い不可。）

　【６】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。
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　 製品構成     ◆本体モジュール：ＡＩＭ－４４Ｌ（ＢＮＣ or ＴＭＬ）

                ◆標準添付品　　：連結・固定用スペーサ４箇、パネルマウント用Ｌ金具２箇

　　　　　　　　◇オプション　　：印刷された取扱説明書／ＰＤＦのダウンロードは無料／

　　　　　　　　◇オプション(１)：部品面カバー／長方形のスチール製ふた／

　　　　　　　　◇オプション(２)：出力プラグ  ／３７ピンＤｓｕｂ型、ハンダ付け用／

　　　　　　　　◇オプション(３)：ＡＣアダプタ、

　　　　　　　　◇オプション(４)：複数の本機を連結接続するときのフラットケーブル、

                ◇オプション(５)：対当社製ＡＤボード接続用ケーブル、
　　　　　　　　　　　　　　　　　／連結した本機：最大４機＝１６ｃｈ分を１本で接続可能／

　　　　　　　　◇オプション(６)：ＤＩＮレール装着用アダプタ

　 価格表   （消費税を含みません。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００５年 １月

       製品名        【注？】    価格￥                       製品の概要
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＴＭＬ）－？ ５８,０００ ４チャンネル個別絶縁センサアンプ（端子台入力）
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＢＮＣ）－？ ５９,０００ ４チャンネル個別絶縁センサアンプ（ＢＮＣ入力）
　　（以下、オプション）
　　  ＡＩＭ-４４Ｌ取扱説明書 　１,０００ 印刷された取扱説明書（＝本書）／ＰＤＦのダウンロードは無料／
（１）ＣＶ－４４ 　１,０００ 部品面カバー（長方形のスチール製ふた）
（２）ＤＳＵＢ－３７ＦＭＰ 　１,５００ 出力接続用プラグ（３７ピンＤｓｕｂ型、ハンダ付け用）
（３）ＤＲ－５２３Ｅ 　２,４００ ＡＣアダプタ（ＡＣ１００ｖ入力、ＤＣ５ｖ：２Ａ出力）
（４）ＦＣ４００４   ３,０００ 複数のＡＩＭ-４４Ｌ連結用ケーブル（最大４枚接続可能）
（５）ＤＳ３７３７Ｅ-１００   ９,５００ 対ＡＤＭ-６８１/６８２/６８６/６８８/６７６接続ケーブル
（〃）ＤＳ３７１５Ｅ-１００   ８,５００ 対ＭＦＵ-５８３/５８１/５１３/５１１接続ケーブル
（〃）ＤＳ３７０９Ｅ-１００   ８,５００ 対ＭＦＵ-５７３/５０３/ＡＤＭ-６７０/６４０接続ケーブル
（６）ＤＩＮ－４４Ｋ   ７,０００ ＤＩＮレール装着用アダプタ

　    【注？】入力範囲を指定する数字（０～３）はゲインを１０のべき乗で示す値。（０ならゲインが１０の０乗＝１）

      ■標準品の型式指定（製品名の末尾に共通入力範囲【注？】を付加指定してください。）
  注文時の型式指定   【注？】   ★入力範囲（４チャンネルとも同一） 　入力端接続 　 出力範囲
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＴＭＬ）－０ 　   ±１０     ｖ
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＴＭＬ）－１      ±  １     ｖ
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＴＭＬ）－２ 　　 ±  ０.１  ｖ
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＴＭＬ）－３ 　　 ±  ０.０１ｖ

　　ネジ止め
　　端子台 　 ±１０ｖ

ＡＩＭ-４４Ｌ（ＢＮＣ）－０      ±１０     ｖ
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＢＮＣ）－１      ±  １     ｖ
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＢＮＣ）－２ 　　 ±  ０.１  ｖ
ＡＩＭ-４４Ｌ（ＢＮＣ）－３ 　　 ±  ０.０１ｖ

　　ＢＮＣ 　 ±１０ｖ

      ■カスタム仕様品の型式指定:  各チャンネルごとに異なる入力範囲としたいときは
                               　  製品名の末尾に各個別入力範囲を付加指定してください。

　　                               ＡＩＭ－４４ＬＡＩＭ－４４ＬＡＩＭ－４４ＬＡＩＭ－４４Ｌ（□□□）－Ａ■－Ｂ■－Ｃ■－Ｄ■（□□□）－Ａ■－Ｂ■－Ｃ■－Ｄ■（□□□）－Ａ■－Ｂ■－Ｃ■－Ｄ■（□□□）－Ａ■－Ｂ■－Ｃ■－Ｄ■

                                   □□□□□□□□□□□□はＴＭＬ（端子台入力）またはＢＮＣ（ＢＮＣ入力）
                                   Ａ～ＤＡ～ＤＡ～ＤＡ～Ｄはチャンネル名（１－２項・１－３項を参照）
                                   ■は入力範囲を指定する数字＝０：±１０     ｖ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 １：±　１　　 ｖ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ２：±　０.１　ｖ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ３：±　０.０１ｖ
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《ＡＩＭ-４４Ｌ》                                                                               《ＡＩＭ-４４Ｌ》



5

《ＡＩＭ-４４Ｌ》                                                                         １-１. 本機の仕様・概要

第１章．仕様仕様仕様仕様・導入・導入・導入・導入

１１１１----１１１１. . . . 本機の仕様本機の仕様本機の仕様本機の仕様・概要・概要・概要・概要

   ＡＩＭ－４４Ｌは複数のアナログ信号源を個別・相互に絶縁してＡＤ変換ボード等に入力する
 ための高精度・省スペース・低価格の４チャンネル絶縁アンプモジュールです。
   チャンネル数が多いときは最大４枚（１６ｃｈ）の本モジュールをオプションの専用フラット
 ケーブルで連結し、一括した１本のケーブルでＡＤ変換ボード等に接続することができます。
   当社製の各ＡＤ変換ボード向けには専用ケーブルが用意されていますが、本製品自体は適切に
 接続される限り対象ボード、メーカーを選びません。
   特にＡＩＭ－４４Ｌを当社製ＡＤＭ－６８１／６８２／６８６／６８８／６７６ＰＣＩ各機に
 接続するときは電源をパソコン側から（余力のある範囲で）供給することができます。

   入出力接続

 ◆入出力　入出力　入出力　入出力　：（出荷時指定±１０ｖ／±１ｖ／±１００ｍｖ／±１０ｍｖ）入力、±１０ｖ出力
 ◆絶縁耐圧： ＤＣ５００ｖ（入出力間およびチャンネル間）
 ◆入力入力入力入力接続： ４チャンネル・各個別絶縁アンプ入力用ネジ止め端子台、またはＢＮＣ。

 ◆出力出力出力出力接続： ３７ピンＤ-ＳＵＢコネクタ（male 型）。
            （別売で当社製各種ＡＤボード接続専用ケーブルも有）。

 ◆連結連結連結連結接続： ４０ピン・リボンコネクタ（ラッチ型）。
            （別売の連結用フラットケーブル：ＦＣ４００４で合計４枚まで連結接続可能）。

　　　　　図１－１Ａ．最大の４枚（１６チャンネル）連結接続イメージ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連結用フラットケーブル　　　　　　　ＡＣ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アダプタ

　端子台
　または　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＣ５ｖ
　ＢＮＣ
                                                                                                     専用ケーブル

　　 　 （４ｃｈ個別絶縁）　　　（４ｃｈ個別絶縁）　　　（４ｃｈ個別絶縁）　　　（４ｃｈ個別絶縁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＡＤボード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （１６ｃｈ）

  電源接続

  ◆ＤＣ５ｖ（±５％）０.３５Ａ：専用のＡＣアダプタ接続ジャック、または
　　　　　　　　　　　　　　　　 対ＡＤボード接続ケーブルから（要パソコン本体の供給余力）

  その他の仕様

  ◆外形寸法： １１０Ｗ×１９０Ｄ×２５Ｔ（ｍｍ／突出部を含まず）、　◆重量：４５０ｇ

  ◆動作環境： 動作周囲温度０～＋５０℃、保存温度－１０～＋８０℃、（結露しないこと）。
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１-１. 本機の仕様・概要                                                                         《ＡＩＭ-４４Ｌ》

                      表１－１Ａ．仕様一覧（断り無きは常温 typ２５℃のとき）

　　　　　項目 　　　　　　　　　      数値
アナログ入力範囲  ±１０ｖ／±１ｖ／±１００ｍｖ／±１０ｍｖ　　   【注１】
アナログ入力インピーダンス  標準１０ＭΩで終端（外せば１００ＭΩ以上）
アナログ入力バイアス電流  Max　 ±１０ｎＡ
アナログ入力帯域（-3dB）  Typ　 １.２ＫＨｚ（または６００Ｈｚ）            【注２】

アナログ出力範囲 　　　 ±１０ｖ
アナログ出力応答時間  Typ　　　 ４ｍｓ（２０ｖステップ）               【注３】
アナログ出力インピーダンス  Typ　 　　１Ω
アナログ出力駆動電流  Max　　　 ２ｍＡ

(a) 校正時の誤差  Max　 ０.０５０％ＦＳ       （または０.１％ＦＳ【注４】）
(b) ゲイン温度ドリフト  Max   ０.０１８％ＦＳ／℃
(c) オフセット温度ドリフト  Max ２μｖ／℃ ＋（６０μｖ／℃）÷ゲイン        【注５】
最悪総合誤差（正確度）  Max 上記の（ａ）＋（ｂ）＋（ｃ）
出力雑音・リップル  Max ５０ｍＶp-p      （実用的には当値より少ない【注６】）
チャンネル間クロストーク  Typ －６６ｄＢ （±１０ｍｖ入力に限り－６０ｄＢ）

絶対最大定格 　　 ±１５Ｖ
絶縁耐圧 　　 ５００Ｖdc（アナログ入出力間、および各チャンネル間）
供給電源電圧／消費電流 　　　　 ５Ｖdc（±５％）／max３５０ｍＡ　　　　　【注７】
電源電圧変動除去比  Typ －８０ｄＢ
電源投入後、出力安定時間 　　　 １０分　（±１０ｍｖ入力範囲のときに限り３０分）
動作温度／湿度範囲 　　     ０～＋５０℃（結露しないこと）
保存温度／湿度範囲      －１０～＋８０℃（結露しないこと）
外形寸法／重量 　　 １１０Ｗ×１９０Ｌ×２５Ｔ（突出部を除く）／ ４５０ｇ
付属品  連結用スペーサ４箇、正面パネルマウント用Ｌ金具２箇

【注１】注文時に型式で指定。（３ページ参照）

【注２】±１０ｖ／±１ｖ／±１００ｍｖ入力範囲のとき：１.２ＫＨｚ、 ±１０ｍｖ入力範囲のとき：６００Ｈｚ

【注３】±０.１％ＦＳに到達する時間（セトリング時間）

【注４】０.０５％ＦＳ＝（本機自体の非直線性：０.０３％ＦＳ）＋（校正器誤差＝０.０１２％ＦＳ）＋（調整作業誤差）
        なお±０.０１ｖ入力範囲のときに限り＜使用校正器誤差＞が大きいため＜総合誤差＝０.１％ＦＳ＞となります。

【注５】入力換算値。（出力値はゲインを乗じた値）
　　　　ゲインは入力範囲が±１０ｖのとき１、±１ｖのとき１０、±０.１ｖのとき１００、±０.０１ｖのとき１０００

【注６】出力値に重畳しますが、当社製のＡＤボードＡＤＭ－６８２ｚＰＣＩ、またはＡＤＭ－６８６ｚＰＣＩに接続して
　　　　使用する場合は同機の応答特性からＡＤ変換結果への影響は微小です。

　　　　　　　■信号源・ＡＤボード間に本機を挿入したときの雑音（直流電圧入力時のＡＤ変換値バラツキ）■

　　　（動作条件） ＡＤＭ－６８２ｚＰＣＩ（１２ビット） ＡＤＭ－６８６ｚＰＣＩ（１６ビット）

本機を挿入した場合 　　　　　±１　 ＬＳＢ 　　　　　±１６ＬＳＢ

信号源を直接接続した場合 　　　　　±０.５ＬＳＢ 　　　　　±　３ＬＳＢ

　　　　また、両機の自動多重サンプル＆平均処理機能を利用すると外来雑音も併せて大幅に低減することができます。
　　　　例えば１０μｓで５回サンプル＆平均した値を１データとして得るなど。（等価２０ＫＨｚサンプリング動作）

【注７】ＡＩＭ－４４Ｌは消費電流（０.３５Ａ）が小さいのでＡＤボード側からアナログ出力コネクタを通して、または
　　　　ＡＣアダプタ１個だけで最大４枚の本機に電源を供給できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電源を選択・供給されたボード以外は拡張コネクタで接続・供給される。）
　　　★ただしアナログ出力コネクタから電源を供給するときは接続ケーブルで電圧降下が発生するため、正常動作可能な
　　　　ケーブル長に制限（最大長は４機連結のとき１ｍ、以下１機減るごとにプラス１ｍ長が目安）が生じます。
　　　★さらにケーブルを流れる電源電流による電圧降下がオフセットとなって全チャンネルの出力にＡＤボード入力端で
　　　　加算重畳します。　この値は１機当り＋５ｍｖ程度（４機連結なら＋２０ｍｖ程度）の比較的安定した値なので、
　　　　ＡＤ変換値からソフト上で差し引けば補正可能です。



7

《ＡＩＭ-４４Ｌ》                                                                         １-１. 本機の仕様・概要

  　　 　　図１－１Ｂ．機能ブロック図（入力端子からバッファ出力までは１チャンネル分のみ記す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入力拡張コネクタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １２３４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３７ピン
　　　　　　　　　　　　　　　　  ゲイン○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｄｓｕｂ
　　　　　　　　　　　 ＦＧ　　    選択 ○○○○    プリ          絶縁　　　　　　　　　  出力ピン
                                                     アンプ 　　　 アンプ　（ＬＰＦ付）　　　 選択
　　　　　　　　　　　 ＋ＩＮ（Ｄ）   
　　入力　 Ｄ　　　　　　　　 　　　　 １０ＭΩ　                          バッファＤ　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　　　 －ＩＮ（Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ナ
                                    終端抵抗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ロ
　　　　　　　　　　　 ＦＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＣ　　 ＤＣ　  バッファＣ　　　　　　　　　　出
　　　　　　　　　　　 ＋ＩＮ（Ｃ）      トリマ　トリマ   ＤＣ　　 ＤＣ　　　　　　　　　  ＳＷ１　　　　力
　　入力　 Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆　　　　　コ
　　　　　　　　　　　 －ＩＮ（Ｃ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＳＷ２　　　　ネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＤＣ５ｖ　　　バッファＢ　　　　　　　　　　ク
　　　　　　　　　　　 ＦＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　　　　　　　　　　　 ＋ＩＮ（Ｂ）
　　入力　 Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バッファＡ
　　　　　　　　　　　 －ＩＮ（Ｂ）                                                                      １９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＣ５ｖ
　　　　　　　　　　　 ＦＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＮＴ

　　　　　　　　　　　 ＋ＩＮ（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　 ヒューズ　　電源選択　　　　　　　  　ＪＫ１
　　入力　 Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （０.５Ａ）　 スイッチ　　　 ＥＸＴ
　　　　　　　　　　　 －ＩＮ（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＣアダプタ
　　　　　　　　　　　　　端子台の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力ジャック
　　　　　　　ＢＮＣの場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＤＣ５ｖ入力）

　　　　■電源選択：  スイッチＰＯＷＥＲをＥＸＴ側に設定ならＡＣアダプタ（別売）から、
　　　　　　　　　　ＩＮＴ側に設定ならアナログ出力コネクタＣＮ１の１９番ピンからのＤＣ５ｖ供給となります。
　　　　　　　　　　  当社製ＡＤボード（ＡＤＭ－６８１／６８２／６８６／６８８／６７６ＰＣＩ）のコネクタには
　　　　　　　　　　パソコン上ＰＣＩバス側からのＤＣ５ｖ電源線が接続されており、当社製ケーブル（別売）で接続
　　　　　　　　　　するときは（供給余力がある限り）使用可能です。／★注意：前ページの【注７】参照。／

■ ゲイン選択ジャンパ設定：１（１倍）／２（１０倍）／３（１００倍）／４（１０００倍）

     ジャンパーポスト  設定位置     入力範囲  出力範囲
    １  ±１０　　　ｖ
    ２  ±　１　　　ｖ
    ３  ±　０.１　 ｖ

ＪＰＲ３（チャンネルＤ用）
ＪＰＲ２（チャンネルＣ用）
ＪＰＲ１（チャンネルＢ用）
ＪＰＲ０（チャンネルＡ用）     ４  ±　０.０１ ｖ

 ±１０ｖ

                      【注８】出荷時の設定位置は（製品型式で決まる）指定入力範囲による。
　　　　　　　　　　　【注９】設定を変えたときは（オフセット、ゲインの）再調整が必要になります。

　　　　■出力ピン選択：ロータリースイッチＳＷ１，ＳＷ２によりチャンネルＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ出力を１ブロックとして
　　　　　　　　　　　　アナログ出力コネクタＣＮ１への接続先を下記４ブロック中から選択する。

　　　各アナログ出力の接続先（コネクタＣＮ１のピン番号）アナログ出力接続先・選択スイッチ
ＳＷ１＆ＳＷ２の設定（双方同位置に限
る）

アナログ出力
Ｄ

アナログ出力
Ｃ

アナログ出力
Ｂ

アナログ出力
Ａ

　　　　　１（出荷時の設定位置） 　　４番ピン 　　３番ピン 　　２番ピン 　　１番ピン
　　　　　２ 　　８番ピン 　　７番ピン 　　６番ピン 　　５番ピン
　　　　　３ 　１２番ピン 　１１番ピン 　１０番ピン 　　９番ピン
　　　　　４ 　１６番ピン 　１５番ピン 　１４番ピン 　１３番ピン

　　　　【注１０】複数の本ボードを連結して使用する場合は設定位置を重複させないこと。（出力同志が衝突するため）
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１-２. 外形、要素配置、接続、および設定                                                         《ＡＩＭ-４４Ｌ》

    １１１１----２２２２. . . . 外形、要素配置、接続、および設定外形、要素配置、接続、および設定外形、要素配置、接続、および設定外形、要素配置、接続、および設定

       　　 　　　　　図１－２Ａ．ＡＩＭ－４４Ｌ本体ボード上の要素配置

 ＬＥＤ                                                              入力拡張コネクタ CN2　　　　　　出力
                      JPR3                                                                           コネクタ
　　ＦＧ            1            TM31
                    2
　　－Ｄ　　Ｒｄ    3                   TM33
　　　　　　　　　　4
　　＋Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TM34　　　　　      ＳＷ２
                      JPR2       TM32
　　ＦＧ            1
                    2            TM21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN1
　　－Ｃ　　Ｒｃ    3
　　　　　　　　　　4　         　　　　TM23　　　　　　　　　　　　 TM24　　　　 　　　 ＳＷ１
　　＋Ｃ
                      JPR1       TM22
　　ＦＧ            1
                    2            TM11
　　－Ｂ　　Ｒｂ    3                   TM13
                    4
　　＋Ｂ
                      JPR0       TM12                                 TM14                     POWER
　　ＦＧ            1                                                                                    INT
            Ｒａ　　2　　　　　  TM01
　　－Ａ            3                    TM03                                       HUSE                 EXT
                    4                                                 TM04
　　＋Ａ                                                                                              ＪＫ１
                                 TM02

　【注１】　上図１－２Ａは端子台入力型で示されています。（＋）（－）間に入力します。／ＦＧ：フレームグランド／
　　　　　ＢＮＣ入力型は各チャンネルごとに１箇のＢＮＣコネクタが実装されています。／ＦＧ：なし／

【注２】　ＪＰＲ０～３は入力範囲（入出力間ゲイン）設定用のジャンパポストです。
　　　　注文時指定の入力範囲に設定、最適調整されて出荷されます。

     ジャンパーポスト  設定位置     入力範囲  出力範囲
    １  ±１０　　　ｖ
    ２  ±　１　　　ｖ
    ３  ±　０.１　 ｖ

ＪＰＲ３（チャンネルＤ用）
ＪＰＲ２（チャンネルＣ用）
ＪＰＲ１（チャンネルＢ用）
ＪＰＲ０（チャンネルＡ用）     ４  ±　０.０１ ｖ

 ±１０ｖ

　【注３】　Ｒａ，Ｒｂ，Ｒｃ，Ｒｄは各チャンネル入力終端抵抗（出荷時：１０ＭΩ）です。
　　　　　４～２０ｍＡ電流入力のときは２５０Ωに交換すると１～５ｖ電圧に変換することができます。

　【注４】　ロータリースイッチＳＷ１＆ＳＷ２はアナログ出力の接続ピン番号（ＣＮ１）を設定するもので、
　　　　　出荷時は“１”の位置に設定されています。／１～４番ピンに接続される設定／
　　　　　複数の本機を連結して使用する場合は２機目以降を重複しない値に変更してください。／表１－２Ｂ参照／

　【注５】　トグルスイッチＰＯＷＥＲは本機の電源（ＤＣ５ｖ／３５０ｍＡ）供給源を設定するものです。
　　　　　　出荷時設定のＥＸＴ側なら別売のＡＣアダプタ（出力容量＝ＤＣ５ｖ／２Ａ）入力ジャックＪＫ１から、
　　　　　ＩＮＴ側ならアナログ出力コネクタ（ＣＮ１）の１９番ピン～３７番ピンからの供給となります。
　　　　　　当社製ＡＤボード（ＡＤＭ－６８１／６８２／６８６／６８８／６７６ＰＣＩ）のアナログ入力コネクタには
　　　　　パソコン上ＰＣＩバス側からのＤＣ５ｖ電源線が接続されており、別売の当社製専用ケーブルで接続するときは
　　　　　（供給余力がある限り）使用可能です。／★注意：前々ページの【注７】参照。／
　　　　　　なお、複数（最大４）の本機を連結接続するときの電源供給はいずれか１機のみでよく、専用ケーブルで接続
　　　　　された他機には同ケーブルから電源が供給されます。

　【注６】　本基板上の各トリマ（ＴＭ）には触れないようにしてください。／ゲイン、オフセット再調整用です。／
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《ＡＩＭ-４４Ｌ》                                                   　　　１-２. 外形、要素配置、接続、および設定

　　アナログ入力　　：　入力接続端は注文型式によりネジ止め端子台、またはＢＮＣコネクタ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　      　（前ページに示す図１－２Ａはネジ止め端子台型）

　　＋ＩＮ（Ａ～Ｄ）：　各チャンネル入力＋側
　　－ＩＮ（Ａ～Ｄ）：　各チャンネル入力－側
　　　　　　　　ＦＧ：　フレームグランド／本基板を固定する金属フレームに接続／
　　　　Ｒ（ａ～ｄ）：　入力終端抵抗 ／出荷時は未実装、電流電圧変換などに利用可能／

    入力範囲選択　（プリアンプゲイン設定）

　　　注文時に型式で指定された入力範囲に設定、調整されて出荷されます。
　　　お手元で再調整、または入力範囲を変更するときは、各チャンネルごとにジャンパ
　　ＪＰＲ□で選択し、ＴＭ□２でゲイン、ＴＭ□１でオフセット調整を行います。

　　　　　　　　　　　　　　        表１－２Ａ．入力範囲の設定
　　 ジャンパーポスト  設定位置    入力範囲 出力範囲

    １  ±１０　　 ｖ
    ２  ±　１　　 ｖ
    ３  ±　０.１  ｖ

ＪＰＲ３（チャンネルＤ用）
ＪＰＲ２（チャンネルＣ用）
ＪＰＲ１（チャンネルＢ用）
ＪＰＲ０（チャンネルＡ用）     ４  ±　０.０１ｖ

±１０ｖ

     【注意】□＝０：チャンネルＡ用、□＝１：同Ｂ用、□＝２：同Ｃ用、□＝３：同Ｄ用。
               なお、本ボード上にはプリアンプ用以外の調整用トリマもありますが、
　　　　 　  これらは製造時の調整用ですからユーザはお手を触れないようにしてください。

　　アナログ出力　　　　アナログ出力コネクタＣＮ１（３７ピンＤｓｕｂ型）は別売の専用
　　　　　　　　　　　ケーブルで標準１６チャンネルＡＤボードに直接接続できます。
　　　　　　　　　　　　このときボード上のスイッチＳＷ１＆ＳＷ２で接続先ピンを下表に
　　　　　　　　　　　記す４ブロックから選択できます。（出荷時：１）

　　　　　　　　　　　　　　表１－２Ｂ．出力接続先の設定
各アナログ出力の接続先（出力コネクタのピン番号）　　ＳＷ１＆ＳＷ２の設定位置

（両スイッチは必ず同位置とする） 　Ｄ出力 　Ｃ出力 　Ｂ出力 　Ａ出力
　　　　　１ 　４番ピン 　３番ピン 　２番ピン 　１番ピン
　　　　　２ 　８番ピン 　７番ピン 　６番ピン 　５番ピン
　　　　　３ １２番ピン １１番ピン １０番ピン 　９番ピン
　　　　　４ １６番ピン １５番ピン １４番ピン １３番ピン

　　入出力の拡張　　　　最大４枚の本ボードをアナログ入力拡張コネクタＣＮ２で並列接続
　　　　　　　　　　　することにより出力コネクタＣＮ１に全てのアナログ出力を接続し、
　　　　　　　　　　　１本のケーブルでＡＤボードに接続することができます。
　　　　　　　　　　　　このとき各ボード上のＳＷ１＆ＳＷ２設定位置が重複すると、アナ
　　　　　　　　　　　ログ出力信号同志が衝突して故障の原因になるので御注意ください。
　　　　　　　　　　　（出荷時：１なので、２枚目以降を２、３、４のように変更する）

　　電源供給　　　　　　ボード上のスイッチＰＯＷＥＲをＥＸＴ側（出荷時）なら別売の
　　　　　　　　　　　ＡＣアダプタから、ＩＮＴ側ならアナログ出力コネクタの１９番ピン
　　　　　　　　　　　からのＤＣ５ｖ供給となります。
　　　　　　　　　　　　別売の専用ケーブルで接続するときはパソコン側に余力がある限り、
　　　　　　　　　　　この電源を利用可能です。
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１-２. 外形、要素配置、接続、および設定                                                         《ＡＩＭ-４４Ｌ》

　　　　　　　　　　　　　  　  　図１－２Ｃ．外観・寸法

               Φ３.４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  拡張コネクタ　　　　　　　　　　 ２６
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出力
                                【注２】入力端子台の突出寸法＝１０ｍｍ                 　　 コネ
　　　 １２４　　　　　　　　　　　　  　   ＢＮＣの突出寸法＝１８ｍｍ　　　　　　　　　　 クタ　　　　 １１０
   　　　                       【注３】出力コネクタの突出寸法＝５ｍｍ
   １３４                               入力拡張コネクタの突出寸法＝１２ｍｍ

                                                                                            電源
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               入力

　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　              １９０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Ｍ３　　　　　　　　 Ｍ３　　　　　　　　　　　　 ２６

                                      ６０　　　　　　　　７０　　　　　　　　６０

　   図１－２Ｄ．外観写真 →

　 ■左奥がＢＮＣ入力仕様、
　 ■右手前がネジ止め端子台入力仕様、

　　　（出力ケーブルは別売り）

　　　図１－２Ｅ．連結外観写真 →

　 ■　専用フラットケーブルで連結した
　　 本機４枚（１６ｃｈ）までの出力を
　　 １本のケーブルで引き出すことが
　　 できる。

　 ■　接続・設定の詳細は後記２－３項
　　 ＜ＡＤ変換ボードに接続する＞参照。
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《ＡＩＭ-４４Ｌ》                          　　　                   　　　１-２. 外形、要素配置、接続、および設定

　本機：複数の連結　　　　添付のスタンドオフ（：ネジ止め連結用スペーサ／４個）を使用して
　　　　　　　　　　　　ピギイバック構造に連結固定できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－２Ｆ．連結接続概念図（正面：入力コネクタ側から見る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　止め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネジ穴がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上図１－２Ｆは連結構造を示すもので、各要素の位置・寸法は不正確。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初に左端機にスタンドオフをナットでネジ止めし、そのあと２機目以降は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　左機側スタンドオフのネジ穴がナット代りとなる。

　ＤＩＮレール実装　　　　別売のＤＩＮレールアダプタキット：ＤＩＮ－４４Ｋにより
　　　　　　　　　　　　設置することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－２Ｇ．ＤＩＮレールアダプタ装着概念図（側面から見る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出
　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力
　　　　　　　　　　　　　　　　　力

                                                                                      （１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＤＩＮレールアダプタ　（２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業手順　（１）レール金具を本機にネジ止めする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）ＤＩＮレールアダプタにレール部を挿入装着する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）ＤＩＮレールに装着する。
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1-３. アナログ出力コネクタ・ピン接続                                                    　　　  《ＡＩＭ-４４Ｌ》

１１１１----３３３３. . . . アナログ出力コネクタアナログ出力コネクタアナログ出力コネクタアナログ出力コネクタ・ピン接続・ピン接続・ピン接続・ピン接続

    ３７ピンＤ－ＳＵＢコネクタ（male 型）です。
    別売の専用ケーブルにより当社製各種ＡＤ変換ボードに直結することができます。

                                                    プラグ：１７ＪＥ－１３３７０―０２（Ｄ８Ａ）  ／ＤＤＫ製
                                                    基板側：１７ＬＥ－２３３７０－２７（Ｄ４ＡＢ）／ＤＤＫ製

　            図１－３Ａ．アナログ出力コネクタＣＮ１ＣＮ１ＣＮ１ＣＮ１ピン接続 （ブランクは無接続）

　アナログ出力チャンネル　　　　　　 信号名　             ピン番号　　   ピン番号　　　    　信号名

             　      Ａ   《アナログ出力　０》 ＣＨ　０    １　　○
 （ボード上の設定）　　　　　　　　  　　  　　　　　　　　             ○ 　２０    ＡＧ 《アナロググランド》
　 　　　　　　      Ｂ   《アナログ出力　１》 ＣＨ　１  　２　　○
   ＳＷ１＝１　      　　　　　　　   　　　　 　　　　　               ○ 　２１    ＡＧ 《アナロググランド》
   ＳＷ２＝１        Ｃ   《アナログ出力　２》 ＣＨ　２    ３    ○
             　　　　　　　 　　　　  　  　　 　　　　              　 ○ 　２２    ＡＧ 《アナロググランド》
                     Ｄ   《アナログ出力　３》 ＣＨ　３    ４    ○
　　　　　　             　　　　　　  　　　　　　 　　　　　          ○ 　２３    ＡＧ 《アナロググランド》
　                   Ａ   《アナログ出力　４》 ＣＨ　４    ５    ○
 （ボード上の設定）　　　             　　　　　　　   　 　　　　　    ○ 　２４    ＡＧ 《アナロググランド》
　                   Ｂ   《アナログ出力　５》 ＣＨ　５    ６    ○
　 ＳＷ１＝２　　　　　　   　　　　　             　　　　　　　    　 ○ 　２５    ＡＧ 《アナロググランド》
   ＳＷ２＝２        Ｃ   《アナログ出力　６》 ＣＨ　６    ７    ○
             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　     ○ 　２６    ＡＧ 《アナロググランド》
　                   Ｄ   《アナログ出力　７》 ＣＨ　７    ８    ○
　　　　　　             　　　　　　　　　　　　 　　　                ○ 　２７    ＡＧ 《アナロググランド》
　                   Ａ   《アナログ出力　８》 ＣＨ　８    ９    ○
 （ボード上の設定）　　　             　　　　　　　　 　 　　　　    　○ 　２８    ＡＧ 《アナロググランド》
                     Ｂ   《アナログ出力　９》 ＣＨ　９   １０   ○
　 ＳＷ１＝３　　　　　　　　　　　             　　　　　　　　        ○ 　２９    ＡＧ 《アナロググランド》
　 ＳＷ２＝３        Ｃ   《アナログ出力１０》 ＣＨ１０   １１   ○
             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　     ○ 　３０    ＡＧ 《アナロググランド》
　                   Ｄ   《アナログ出力１１》 ＣＨ１１   １２   ○
　　　  　　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ○ 　３１    ＡＧ 《アナロググランド》
                     Ａ   《アナログ出力１２》 ＣＨ１２   １３   ○
 （ボード上の設定）                                                     ○   ３２    ＡＧ 《アナロググランド》
                     Ｂ   《アナログ出力１３》 ＣＨ１３   １４   ○
　 ＳＷ１＝４　　　　　　　　　　　　             　　  　　　　     　 ○   ３３    ＡＧ 《アナロググランド》
　 ＳＷ２＝４        Ｃ   《アナログ出力１４》 ＣＨ１４   １５   ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　             　　     ○   ３４    ＡＧ 《アナロググランド》
　                   Ｄ   《アナログ出力１５》 ＣＨ１５   １６   ○
                                                                         ○   ３５　  ＡＧ 《アナロググランド》
                                                          １７   ○
                                                                         ○   ３６
                                                          １８   ○
                                                                         ○   ３７    Ｐ－ＣＯＭ《電源コモン》
                   【注２】《＋５ｖ電源入力》　＋５ｖ     １９   ○

　【注１】　アナログ出力Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの接続ピンはボード上のスイッチＳＷ１＆ＳＷ２の
　　　　　設定値により上図：左側に記す４ブロックから選択される。
　　　　　　最大４枚の本ボードを入力拡張コネクタで連結接続し、当出力コネクタ１個から
　　　　　全てのアナログ出力をまとめて引き出し、ＡＤ変換ボード入力等に接続するときは、
　　　　　各ボード上のスイッチＳＷ１＆ＳＷ２（必ず同一値とする）ペアの設定値が重複し
　　　　　ないようにする。（重複すると出力信号同志が衝突し、故障の原因となる。）

　【注２】　本コネクタ側から＋５ｖ電源を供給するときはボード上のスイッチＰＯＷＥＲを
　　　　　ＩＮＴ側に設定する。　なおＰ－ＣＯＭとＡＧは本ボード上で接続されている。
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《ＡＩＭ-４４Ｌ》                                                 　 　　　　             ２-１. アナログ入出力端

第２章．信号、および電源の接続信号、および電源の接続信号、および電源の接続信号、および電源の接続

２２２２----１１１１. . . . アナログ入出力端アナログ入出力端アナログ入出力端アナログ入出力端

　　アナログ入力　　： 入力接続端は注文型式によりネジ止め端子台、またはＢＮＣコネクタ、
　　　　　　　　　　　 入力範囲（ゲイン設定：１／10／100／1000）は注文時の型式指定。

　　＋ＩＮ（Ａ～Ｄ）： 各チャンネル入力＋側
　　－ＩＮ（Ａ～Ｄ）： 各チャンネル入力－側
　　　　　　　　ＦＧ： フレームグランド／本基板を固定する金属フレームに接続／
　　　　Ｒ（ａ～ｄ）： 入力終端抵抗 ／出荷時：１０ＭΩ実装、電流電圧変換などに変更可能／

                     図２－１Ａ．信号源～本機アナログ入出力の接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋ＩＮ（Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＵＴ（Ｄ）
　　　　　　 電圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 Ｒｄ
　　　　　　 信号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  －ＩＮ（Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＡＧ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　絶縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋ＩＮ（Ｃ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＵＴ（Ｃ）
　　　　　　 電圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 Ｒｃ
　　　　　　 信号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  －ＩＮ（Ｃ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＡＧ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋ＩＮ（Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＵＴ（Ｂ）
　　　　　　 電圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 Ｒｂ
　　　　　　 信号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  －ＩＮ（Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＡＧ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　絶縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋ＩＮ（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＵＴ（Ａ）
　　　　　　 電圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 Ｒａ
　　　　　　 信号
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －ＩＮ（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＡＧ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入力側電源　　　 出力側電源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 絶縁型ＤＣＤＣ      ＤＣＤＣ

                                                                                                  ＋５ｖ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４系統）
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｐ－ＣＯＭ

　　【注意】　アナログ出力側回路と電源入力間は絶縁されていません。
　　　　　　　すなわち、アナログ出力コモンＡＧ（アナロググランド）と入力電源コモン（Ｐ－ＣＯＭ）は
　　　　　　本ボード内部で接続されています。
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２-１. アナログ入出力端                                         　　　　                        《ＡＩＭ-４４Ｌ》

　　アナログ出力　　　　本機のアナログ入出力間はチョッパ型のトランス絶縁となっており、
　　　　　　　　　　　出力側は平滑用のローパスフィルタとバッファアンプで構成されます。

　　 ＯＵＴ（Ａ～Ｄ）： 各チャンネル出力
　　　　　　　　 ＡＧ： アナログ出力コモン（アナロググランド）

        　 　 　図２－１Ｂ．絶縁部からアナログ出力端まで（１チャンネル分のみ記す）

　　　　　　　　　　　入力側　　　　　　　　　　フィルタ　　　　　　　　　　　　　　　 　ＯＵＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＬＰＦ）　　　　 　バッファ　　　　　　　ＡＧ
　　　　　　　　　　　 　（トランス絶縁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出力側コモン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アナロググランド）

　　出力コネクタ　　　　アナログ出力コネクタＣＮ１（３７ピンＤｓｕｂ型）は別売の専用
　　　　　　　　　　　ケーブルで標準１６チャンネルＡＤボードに直接接続できます。
　　　　　　　　　　　　このときボード上のスイッチＳＷ１＆ＳＷ２で接続先ピンを下表に
　　　　　　　　　　　記す４ブロックから選択できます。（出荷時：１、図１－３Ａ参照）

　　　　　　　　　　　　　　表１－２Ｂ．出力接続先の設定
各アナログ出力の接続先（出力コネクタのピン番号）　　ＳＷ１＆ＳＷ２の設定位置

（両スイッチは必ず同位置とする） 　Ｄ出力 　Ｃ出力 　Ｂ出力 　Ａ出力
　　　　　１ 　４番ピン 　３番ピン 　２番ピン 　１番ピン
　　　　　２ 　８番ピン 　７番ピン 　６番ピン 　５番ピン
　　　　　３ １２番ピン １１番ピン １０番ピン 　９番ピン
　　　　　４ １６番ピン １５番ピン １４番ピン １３番ピン
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《ＡＩＭ-４４Ｌ》                                               　　　　　　　　　　　　　　２-２. 電源を供給する

２２２２---- ２．電源を供給する２．電源を供給する２．電源を供給する２．電源を供給する

　　電源（ＤＣ５ｖ）はボード上のスイッチＰＯＷＥＲの設定により、電源入力ジャック、
　またはアナログ出力コネクタ側から供給します。（出荷時設定＝電源入力ジャックＪＫ１から）

　                    　　表２－２Ａ．電源供給元の選択と接続

 本機ボード上の
 スイッチ（POWER）設定   ＤＣ５ｖ電源の入力端子      ＤＣ５ｖ電源の供給元

 ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ側
（出荷時の設定位置）

 電源入力ジャック：
 ＪＫ１

 別売のＡＣアダプタＡＣアダプタＡＣアダプタＡＣアダプタ
（ＤＣ５ｖ／出力容量２Ａ）

 ＩＮＴＩＮＴＩＮＴＩＮＴ側

 アナログ出力コネクタ：
 ＣＮ１の
 １９番ピン（＋５ｖ入力）、
 ３７番ピン（リターン）

 　専用ケーブルで当社製ＡＤ変換
 ボード（ＰＣＩバス）に接続する
 場合はパソコン側パソコン側パソコン側パソコン側ＰＣＩバス上の
 ＋５ｖ電源。【注１】要余力

【注１】 本機（ＡＩＭ－４４ＬＡＩＭ－４４ＬＡＩＭ－４４ＬＡＩＭ－４４Ｌ）１枚の消費電流は３５０ｍＡです。

　本機複数を連結して使用する場合の電源供給

　　複数ボードを専用の拡張コネクタ／ケーブルで連結して使用する場合のＤＣ５ｖ電源供給は
　１枚の本機マスタ（代表して電源を受け取るボード）にのみ接続します。（選択：表２－２Ａ）
　　残りのボードはマスタ側から拡張コネクタを通して供給されますが、これら残りのボードの
　電源選択スイッヂ：ＰＯＷＥＲは全て必ず＜ＥＸＴ側＞に設定しなくてはなりません。

　　【注意】各ボードごとに専用のＤＣ５ｖ電源を接続・供給するような使い方はできません。
　　　　　　そのような接続にすると複数の電源同志が衝突して事故・故障の原因となります。

　　　　　図２－２Ａ．最大４枚の連結接続例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オプションの連結用ケーブルＦＣ４００４            ＡＤボード

　　　　　  （４枚目）　　　　      （３枚目）              （２枚目）　　　　　　　（マスタ）
　　　　　連結用ケーブル　　　　　連結用ケーブル　　　　　連結用ケーブル　　　　　代表して
　　　　　から電源を供給　　　　　から電源を供給　　　　　から電源を供給　　　　　電源を受け取る
　　　　　される　　　　　　　　　される　　　　　　　　　される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　電源供給元を　　　ＤＣ５ｖ
        　 スイッチ　　　　　  　　スイッチ　　　　　　　　スイッチ　　　　　　　　スイッチ
　　　　　 ＰＯＷＥＲは　　　　　　ＰＯＷＥＲは　　　　　　ＰＯＷＥＲは　　　　　　ＰＯＷＥＲで
　　　　　 ＜ＥＸＴ＞側　　　　　　＜ＥＸＴ＞側            ＜ＥＸＴ＞側　　　　     選択する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＡＣ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 アダプタ
　            表２－２Ｂ．複数ボードを連結したときの電源供給元の選択と接続

          本機ボード
 本機ボード上の
 スイッチ（POWER）設定  ＤＣ５ｖ電源供給ルート

 マスタ
（代表して電源を受け取るボード代表して電源を受け取るボード代表して電源を受け取るボード代表して電源を受け取るボード）    任意（表２－２Ａ）

 自ら（表２－２Ａ表２－２Ａ表２－２Ａ表２－２Ａで）
 選択した電源

 その他のボードその他のボードその他のボードその他のボード（最大３枚）
　 すべて必ずすべて必ずすべて必ずすべて必ず、
　 ＥＸＴ側にＥＸＴ側にＥＸＴ側にＥＸＴ側に設定する。

 　マスタボード側から、
 拡張コネクタを通して拡張コネクタを通して拡張コネクタを通して拡張コネクタを通して
 供給される。
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２-３. ＡＤ変換ボードに接続する                                              　 　　　　        《ＡＩＭ-４４Ｌ》

２２２２----３．ＡＤ変換ボードに接続する３．ＡＤ変換ボードに接続する３．ＡＤ変換ボードに接続する３．ＡＤ変換ボードに接続する

　　本機のアナログ出力回路は一般的なオペアンプ出力（低インピーダンス）です。
　　駆動電流は最大２ｍＡなので、入力インピーダンス５ＫΩ以上の負荷に接続・適用できます。
　　（ＡＤボード、マルチメータ、オシロなどの入力インピーダンスは普通１ＭΩ以上です。）
　　このように本機のアナログ出力は接続相手を選びませんが、特に当社製ＡＤボード各機用には
標準の専用ケーブル（別売）が用意してあります。

　　　　　　　  　表２－３．当社製ＡＤボード接続専用ケーブル（各１ｍ長１ｍ長１ｍ長１ｍ長）

　　 ケーブル型名 　　　　 接続対象ＡＤ変換ボード型名 チャンネル数

ＤＳ３７３７Ｅ－１００
◎ＡＤＭ－６７６ＰＣＩ
◎ＡＤＭ－６８１/６８２/６８６/６８８ＰＣＩ
  ＡＤＭ－６５２/６５６ＡＴ

　最大１６

ＤＳ３７１５Ｅ－１００
  ＭＦＵ－５８３/５８１ＰＣＩ
  ＭＦＵ－５１３/５１１ＡＴ 　最大　４

ＤＳ３７０９Ｅ－１００
  ＡＤＭ－６７０ＰＣＩ、ＡＤＭ－６４０ＡＴ
  ＭＦＵ－５７３ＰＣＩ、ＭＦＵ－５０３ＡＴ 　最大　４

 【注】本機を◎印機種に接続するときは、
　　　 パソコンＰＣＩバス上のＤＣ５ｖ電源を（余力がある限り）
       当ケーブルを通して接続・利用可能。／前２－２項の表２－２Ａ・Ｂ参照／

　　 ★但し接続ケーブルで電圧降下が発生するため正常動作可能なケーブル長に制限があります。
　　　　　　　　　　 （最大長は４機連結のとき１ｍ、以下１機減るごとにプラス１ｍ長が目安）

     ★さらにケーブル上を流れる電源電流による電圧降下がオフセットとなって全チャンネルの
　　　 出力にＡＤボード入力端で加算重畳します。
　　　 この値は１機当り約＋５ｍｖ（４機連結なら＋２０ｍｖ程度）の比較的安定した値なので、
　　　 ＡＤ変換値からソフト上で差し引けば補正可能です。

　　　 別売のＡＣアダプタから電源を供給する場合は上記：★印の問題は発生しません。

　複数の本機を連結して使用するときは  （図２－２Ａ参照）

　（１）各ボード上のＳＷ１＆ＳＷ２を重複しない値に設定する。（１－２項／表１－２Ｂ参照）

　（２）必要なら各ボードのフレーム同志を（標準添付の金具で）連結・固定する。

　（３）各ボードの拡張コネクタ間を専用ケーブル（FC4004：オプション）で接続する。

　（４）各ボードに電源を接続する。／前２－２項／

　（５）　全てのアナログ出力線は全てのボードの出力コネクタに接続されており、どのコネクタ
　　　　からでも引き出すことができます。
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《ＡＩＭ-４４Ｌ》　　　                                                       ２-１. 故障・トラブル等の原因と対処

第２章．保守・その他

    ２２２２----１１１１. . . . 故障故障故障故障・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処

 本機は全数検査のうえ出荷されています。
 動作に不具合いがあるときは以下の諸点を再点検してください。

　 それでも不明なときは巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステム構成（外部機器の接続回路）等の
 動作条件を御記入のうえ技術部宛ＦＡＸしてください。  迅速に応答する体制となっています。
 　なお、ＴＥＬいただく場合も客観情報の整理・評価は問題解決のスピードアップに繋がります
 から事前にＥメールでレポート、または【Ｑ＆Ａフォーム】をＦＡＸしてください。

　　再点検・確認ポイント

   （１）電源供給　 ◆範囲内（５ｖ±５％）で供給容量は充分か？  ＬＥＤは点灯しているか？
   （２）ケーブル   ◆対ボード間のケーブル接続は？（長すぎると不調発生も）
　 （３）複数連結   ◆各機の出力線接続選択スイッチ（ＳＷ１＆ＳＷ２）に重複は無いか？
          

　　動作確認方法

　　当社では原則として、ユーザの接続したセンサ・回路・システムについては評価しません。
  動作確認・サポート対象は当社製品部分についてのみです。

２２２２----２２２２. . . . 修理のときは修理のときは修理のときは修理のときは

　入手経路の如何にかかわらず当社宛に直接お申しつけください。　商社等を経由されますと時間
がかかるだけでなく、情報交換の不便、費用の面でも不利になります。  なお当社では修理依頼を
受けた製品が検査の結果、良品と判定された場合は（保証期間内でも）手数料を申し受けます。
　特に最初からの不具合いには誤解や情報不足によることが多いので事前に御相談ください。
　                                                 次ページ【Ｑ＆Ａフォーム】が便利です。

　無償修理　　　  納入後１年以内の自然故障、および当社製造上の問題に起因した故障に対して
　　　　　　　  は無償修理を行います。　但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか
                否かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。
                  なお当社では保証書を発行していませんが、社内では製造番号と出荷年月日の
                記録を基に判定しています。

　有償修理　　　  落雷等の自然現象、漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、ユーザ側の責に
　　　　　　　  帰する故障品、または納入後１年間を経過した製品の自然故障に対しては実費・
　　　　　　　　  有償にて修理をお請けします。　性格上、事前見積もりは不可能ですが、制限
                額を事前通知いただければ、作業過程で制限を超えそうな見通しがたった時点で
                連絡・相談させていただきます。

 ◆受け渡し　：　宅配便によるセンドバックで行います。
 ◆修理期間　：　全んどの場合、当社内で２４時間以内に完了・返送しています。時間を要する
   　　　　　　場合は御連絡いたします。

 ◆費用の目安：　修理費用は多くの場合￥１万５千円前後です。　見積は検査・修理作業の中で
               明確になり、当時点で承諾の有無を確認のうえ続行・費用請求の運びとします。
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　  Ｑ＆Ａフォーム
　　　ＦＡＸ：０３（３３０１）５５９３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発信：　　　年　　月　　日／　　　時　　分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（□は選択側にチェックを入れてください）

製品名：ＡＩＭ－４４Ｌ 購入：　　　　年　　月　　日

　　　選択・設定項目 　　　　　　選択・設定値、実装状態など

入力範囲（ゲイン）設定 ジャンパＪＰＲ：

入力終端抵抗Ｒ（ａｂｃｄ） □未変更（１０ＭΩ）　 □変更（抵抗値＝　　　　　　　）

アナログ出力コネクタ接続 ＳＷ１＆ＳＷ２の設定：

本機の連結枚数 □単独　□２枚　□３枚　□４枚

接続先（ＡＤボード名）

ＤＣ５ｖ電源選択スイッチ スイッチＰＯＷＥＲの設定：　□ＥＸＴ　　□ＩＮＴ

ＤＣ５ｖ電源供給元 □ＡＣアダプタ　　□ＡＤボード（パソコン）側から

（動作状況）

　　　　　                    《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》ＴＥＬ：０３（３３９６）８３７７

御使用者

団体名

（所属部・課）

ＴＥＬ

ＦＡＸ

（所在地） 〒

Ｅmail


